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ファイナンス分野の修士課程の 1 年目の科目は 8 科
目あり，このうちの 6 科目が必修科目， 2 科目が選択
科目となっている． 2 年目の科目は10科目あり，その

















計 量 分 析II），Mergers and Value Enhancing 
Strategies（合併と企業価値創造の戦略），選択科目は，
Financial Crises: A Critical Analysis（金融危機：批
判 的 分 析 ），Finance Law（ 金 融 法 ）， Financial 
Engineering（ 金 融 工 学 ），Bank Lending Practices 
and Techniques（銀行の貸出業務と技術），Fixed 










































































































の授業が教養科目として存在し，学部の 1 ～ 2 年生の
必修科目となっているほど重視されている．他方，大




































































































































































































































































































































































































（ 1 ）～（ 5 ）まではいずれも学生の目的意識や自
覚を高めるための仕組みとなっている．振り返りの
エッセイ提出でさえも，今後の人生の目標を意識させ，
戦略的に行動させることを狙いとしている．（ 1 ）～（ 5 ）
までの作業の説明はどれも懇切丁寧な説明となってお
り，学生が十分理解できるように配慮されている．そ
の結果，学生は，授業を通じて，意識を高め，自覚を
もち，能動的に行動するために必要なコンピテンシー
を修得することになる．
（ 6 ）学生は，自由時間に，オンライン・チュートリ
アルを受けることができる．オンライン・チュート
リアルは，学生に，概念の定義のしかたやビジネス・
ケースの分析の基礎を学ばせるために設計された仕
組みである．本学経済学研究科には，まだこのよう
な仕組みはない．この仕組みが導入されれば，教員
は専門教育に専念でき，教育効果も高まるだろう．
優秀な留学生を受入れるための仕組みについては，
以下の知見が得られた．
（ 1 ）優秀な留学生の安定的な受入れに影響する要因
は，一定程度以上の水準の生活環境の存在，奨学金
供与などの経済的支援，専門分野の授業科目の体系
化，質の高い教育の提供などである．これらの要因
が多いほど，留学生にとって魅力ある環境が作り出
される．しかし，奨学金など経済的支援は持続的な
競争力の源泉とはならない．大学が制度づくりや人
材に投資することによって，質の高い教育を提供で
きるようになると，持続的な競争力が生み出され，
大学の教育面でのブランドが確立される．
（ 2 ）具体的な教育支援の方法の1つは，留学生に対す
る全学レベルでの教育支援の充実化である．たとえ
ば，オンライン・チュートリアルを導入すれば，学
生は，ビジネス・ケースの分析の基礎など基礎的な
スキルを学ぶことができる．別の例としては，オン
ラインでの英語のアカデミック・ライティング指導
が挙げられよう．オンラインで基礎的なスキルを学
ぶことができれば，専門課程の部局では専門教育に
リソースを投入でき，教育効果が高まる．
（ 3 ）メルボルン大学では，高等教育研究センターと
専門課程の学部・研究科の間で，教育方法について
の連携がみられた．学部･研究科所属の教員は，同
センター所属の教員から，シラバス作成や実際の教
育方法について，必要に応じて，助言を受けること
ができる．実際，この連携によって，教育効果がみ
られた．本学の高度教養教育・学生支援機構の教員
と，学部・研究科所属の教員との間において，個別
の専門科目の教育方法の指導面での連携が実現すれ
ば，専門課程の教育効果および教育の質が高まるだ
ろう．
事業の名称： 「国際共修科目によるコンピテンシー
開発型授業の調査」（平成25年度 大学教育力開発事業
経費による調査）
注）
1 　日本語訳については，本文「2. 調査対象」で説明する．
